
令和の米騒動で見えた“不安の連鎖”に対し
「ものさし」＝共通基準で見える化します

「ものさし」により立場が異なる人たちをつなぎ
日本のコメを、誰もが同じ基準でみられる社会へ

実現のため開発したシステムが SPARROW です
実証にご協力いただける方は是非ご連絡ください。
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：

タイムリーな客観データがみんなの不安を取り除きます

農

【NEDO Challenge ファイナリスト_開発技術紹介(テーマ2)】

水稲栽培に関わる全ての人のための「ものさし」の開発
/三菱電機ソフトウエア株式会社



2026年 全国で営農支援＆指導支援を実証中
2027年 営農支援＆指導支援サービス開始
2028年 全サービス開始
※スケジュールは変更になる場合があります

解析結果は、日常の業務を支援するサービスとして提供します

SPARROW

毎日 日本全国1600万筆の圃場を一律解析
★ユーザの入力不要 ★アルゴリズムの明示 ★現地計測による校正

生産者 営農指導員 省庁・自治体 流通・小売店 農業関連企業 研究者

圃場形状データ 衛星データ 気象データ 現地計測データ・栽培記録

営農支援
作付調査
収量調査

データ提供
共同研究

収穫量予測指導支援

Satellite-based Precision Agriculture for Rice Resource Optimization Workflow
衛星を用いた精密農業による水稲資源最適化ワークフロー

■ 営農支援＆指導支援サービス
衛星データを利用した作業支援だけでなく、２つのサービスは連携。

営農指導員が解析結果を分析し、地域に沿った営農指導として発信。

生産者による記録や報告は営農指導員に共有。

データは地域のノウハウとして国内に蓄積され次世代へ。
生産者 営農指導員

■ 作付調査＆収量調査サービス
圃場はサンプリング調査から全数調査へ、観測は年数回から毎日へ

作付面積と収穫量の状況が、より精密に把握できます。

状況の変化に素早く対応し人々が安心できる社会の実現を支援します。

またタイムリーな作付状況の把握は、農地パトロールを支援します。省庁・自治体

■ 収穫量予測サービス
収穫時期と収穫量のタイムリーな予測は、輸送や保管コストの最適化を

支援するとともに、販売機会の向上にもつながります。

供給減にいち早く気づくことが可能になり、リスク対応を支援します。

ユーザ定義エリアでの集計や契約農家の圃場単位でのモニタも可能です。
流通・卸・小売店

■ データ提供サービス＆共同研究

農業関連企業 研究者

計測された客観データおよび生産者の入力したデータは、農業関連企業

の営業活動や研究を支援します。実験圃場から全国への展開、実証に協

力する生産者の検索、広域かつ長期のデータから新たな視点を与えます。

共同研究としてデータの加工や分析で研究を支援することも可能です。
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